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Research Abstract

素粒⼦物理学において重要な,ゲージ理論におけるカイラル対称性の⾃発的破れについて,⾮摂動論的くりこみ群でこの解析を進めた。局所ポテンシャル近似でのくりこみ
群の解が,梯⼦近似のシュウィンガー・ダイソン⽅程式(SD)を内包していることが我々によって既に明らかされているが、梯⼦近似SDは強いゲージパラメータ依存性を持
っている。⼀⽅、くりこみ群での解析においては、梯⼦近似SDに含まれていない項をβ関数に加える事によって、物理的結果のゲージパラメタ依存性をなくす、あるい
は、⼗分に⼩さくする事ができる。この⽅針に従えば、ゲージ不変な形で梯⼦近似を改善することが可能になる。 
既に、相構造、臨界指数,質量演算⼦に対する異常次元等について,梯⼦近似を越えた局所ポテンシャル近似での結果を得ることができているが、今年度は,この⽅針をカイ
ラル凝縮及びフェルミオンの⼒学的質量の評価に進めた。そのためにまず,低次のオペレータから順次部分理論空間に採り⼊れて⾏くことにして、フェルミオンの個数で
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いって2次及び4次のオペレータまでの所で、ゲージ不変性を回復する⽤にβ関数への補正を加えた。もちろん、もっと⾼次のオペレータを加えないと、意味のある収束す
る結果が得られたとは⾔えないが、これまでの計算結果では、梯⼦近似の結果と⽐べておおきくはずれる事のない結果が得られている。

[Publications] Ken-Ichi Aoki et al: "Rapidly Conrerging Truncatim Suheme of the Exact Renirmalystin Group" Progress of Theoritecal Physics. 99・3. 1-16
(1998)



[Publications] Ken-Ichi Aoki: "Non-perlumbelins Renoncliychim group Approach to the Pynamed Chral Symmily Breaking in QCD" Proc.of Int.Workshop or
Recent Developments in QCD and Hadwn Physics. 227-236 (1997)



[Publications] Ken-Ichi Aoki et al: "Non-Perlurbahim Renorchyctin Group Analysis of the Ehirct Ortical Behaver in QED" Progress of Thcoutical Physics. 97・
3. 479-489 (1997)



https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-09246212/092462121997jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);

